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(57)【要約】
【課題】ユーザが慣れ親しんだスケジュール管理プログ
ラムと画像管理プログラムとを連携させ、画像閲覧や画
像管理を容易にする画像管理プログラム及び、画像管理
方法を提供する。
【解決手段】スケジュール管理プログラムは、モニタ１
６に画面ＧＵＩ２を表示する。画面ＧＵＩ２は、第１～
第ｎ表示範囲ＱＡＬ（１）～（ｎ）を有する。第ｘ表示
範囲ＱＡＬ（ｘ）には、イベント名を表す第ｘイベント
データＩＶＤ（ｘ）と当該イベントが行われる日時を表
す第ｘイベント日時データＩＤＤ（ｘ）とを含む第ｘス
ケジュールファイルＳＤＦ（ｘ）とが表示される。本発
明の画像管理プログラムは、第ｘイベント日時データＩ
ＤＤ（ｘ）と同一の日時に撮影された第ｙサムネイル画
像ファイルＳＮＤ（ｙ）を、第ｘ表示範囲ＱＡＬ（ｘ）
に表示するため、第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）とと
もに当該イベントに関連する画像をユーザに閲覧させる
ことができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イベントを示すイベントデータと前記イベントが行われる日時を示すイベント日時デー
タとを含むスケジュールファイルを記憶手段から読み込み、前記スケジュールファイルに
含まれるデータを表示手段に表示するスケジュール管理手段と、
　前記表示手段に画像を表示するための撮影画像データと前記撮影画像データの撮影日時
を示す撮影日時データとを含む撮影画像ファイルを前記記憶手段から読み込み、前記撮影
画像データに基づく撮影画像を前記表示手段に表示する画像閲覧手段とを連携させる画像
管理プログラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベン
ト日時データを前記記憶手段から探す第１手順と、
　当該イベント日時データが前記第１手順で得られた場合には、当該撮影日時データに応
じる前記撮影画像データが記憶されるアドレスを、当該イベント日時データを含む前記ス
ケジュールファイルに書き込む第２手順と、
　前記スケジュール管理手段を介して、前記イベントデータ及び前記イベント日時データ
と共に、前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表示させる第３手順
とを実行させることを特徴とする画像管理プログラム。
【請求項２】
　前記スケジュール管理手段によって選択された前記撮影画像データと同一の前記スケジ
ュールファイルに含まれる前記イベント日時データを前記記憶手段から読む第４手順と、
　前記第４手順で読み取った前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時デ
ータを前記記憶手段から探す第５手順と、
　前記撮影日時データが前記第５手順で得られた場合は、前記画像閲覧手段を介して、当
該撮影日時データに応ずる前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表
示する第６手順とを実行させることを特徴とする請求項１記載の画像管理プログラム。
【請求項３】
　前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時データに応じる前記撮影画像
データを、当該イベント日時データを含む前記スケジュールファイルに加える第７手順を
実行させることを特徴とする請求項１または２記載の画像管理プログラム。
【請求項４】
　イベントを示すイベントデータと前記イベントが行われる日時を示すイベント日時デー
タとを含むスケジュールファイルを記憶手段から読み込み、前記スケジュールファイルに
含まれるデータを表示手段に表示するスケジュール管理手段と、
　前記表示手段に画像を表示するための撮影画像データと前記撮影画像データの撮影日時
を示す撮影日時データとを含む撮影画像ファイルを前記記憶手段から読み込み、前記撮影
画像データに基づく撮影画像を前記表示手段に表示する画像閲覧手段とを連携させる画像
管理プログラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベン
ト日時データを前記記憶手段から探す第１手順と、
　当該イベント日時データが前記第１手順で得られた場合には、当該イベント日時データ
に応ずる前記イベントデータをコメントデータとして、前記撮影日時データを含む前記撮
影画像ファイルに加え、前記画像閲覧手段を介して、前記コメントデータを前記表示手段
に表示させる第２手順を実行させることを特徴とする画像管理プログラム。
【請求項５】
　イベントを示すイベントデータと前記イベントが行われる日時を示すイベント日時デー
タとを含むスケジュールファイルを記憶手段から読み込み、前記スケジュールファイルに
含まれるデータを表示手段に表示するスケジュール管理手段と、
　前記表示手段に画像を表示するための撮影画像データと前記撮影画像データの撮影日時
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を示す撮影日時データとを含む撮影画像ファイルを前記記憶手段から読み込み、前記撮影
画像データに基づく撮影画像を前記表示手段に表示する画像閲覧手段とを連携させる画像
管理方法において、
　前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベン
ト日時データを前記記憶手段から探す第１工程と、
　当該イベント日時データが前記第１工程で得られた場合には、当該撮影日時データに応
じる前記撮影画像データが記憶されるアドレスを、当該イベント日時データを含む前記ス
ケジュールファイルに書き込む第２工程と、
　前記スケジュール管理手段を介して、前記イベントデータ及び前記イベント日時データ
と共に、前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表示させる第３工程
とを有することを特徴とする画像管理方法。
【請求項６】
　前記スケジュール管理手段によって選択された前記撮影画像データと同一の前記スケジ
ュールファイルに含まれる前記イベント日時データを前記記憶手段から読む第４工程と、
　前記第４工程で読み取った前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時デ
ータを前記記憶手段から探す第５工程と、
　前記撮影日時データが前記第５工程で得られた場合は、前記画像閲覧手段を介して、当
該撮影日時データに応ずる前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表
示する第６工程とを有することを特徴とする請求項５記載の画像管理方法。
【請求項７】
　前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時データに応じる前記撮影画像
データを、当該イベント日時データを含む前記スケジュールファイルに加える第７工程を
有することを特徴とする請求項５または６記載の画像管理方法。
【請求項８】
　イベントを示すイベントデータと前記イベントが行われる日時を示すイベント日時デー
タとを含むスケジュールファイルを記憶手段から読み込み、前記スケジュールファイルに
含まれるデータを表示手段に表示するスケジュール管理手段と、
　前記表示手段に画像を表示するための撮影画像データと前記撮影画像データの撮影日時
を示す撮影日時データとを含む撮影画像ファイルを前記記憶手段から読み込み、前記撮影
画像データに基づく撮影画像を前記表示手段に表示する画像閲覧手段とを連携させる画像
管理方法において、
　前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベン
ト日時データを前記記憶手段から探す第１工程と、
　当該イベント日時データが前記第１工程で得られた場合には、当該イベント日時データ
に応ずる前記イベントデータをコメントデータとして、前記撮影日時データを含む前記撮
影画像ファイルに加え、前記画像閲覧手段を介して、前記コメントデータを前記表示手段
に表示させる第２工程とを有することを特徴とする画像管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スケジュール管理プログラムと画像閲覧プログラムとを連携させる画像管理
プログラム、及び画像管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被写体画像を光電変換して画像信号を生成し、これをデジタルの撮影画像データに変換
して記録するデジタルカメラが知られている。デジタルカメラは、撮影画像データを含む
撮影画像ファイルをメモリカード等の記憶媒体に記憶する。この撮影画像ファイルには、
撮影画像データとともに、例えば、撮影日時を表す撮影日時データと、撮影画像データの
サイズを縮小したサムネイル画像データ等が含まれる。
【０００３】
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　デジタルカメラで作成された撮影画像ファイルの閲覧及び管理には、パーソナルコンピ
ュータ（以下、ＰＣと称する）にインストールされる画像閲覧プログラムが用いられる。
この画像閲覧プログラムは、ＰＣとデジタルカメラとをＵＳＢ等のインターフェースで接
続した状態で起動され、デジタルカメラから撮影画像ファイルを読み込み、ＰＣのＨＤＤ
等に読み込んだ撮影画像ファイルを記憶する。撮影画像ファイルを閲覧する際には、ＨＤ
Ｄ内の各撮影画像ファイルからサムネイル画像データを読み出し、複数のサムネイル画像
データを一覧表示させる。また、一覧表示されたサムネイル画像データの中からユーザが
選択を行うと、選択されたサムネイル画像データに対応する撮影画像データがＨＤＤから
読み出されて表示される。
【０００４】
　上記画像閲覧プログラムの中には、撮影画像ファイルを閲覧及び管理する機能の他に、
スケジュール管理機能を備え、入力された各種イベントなどのスケジュールと撮影画像フ
ァイルとを連携できるようにしたものである（例えば、特許文献１）。この画像閲覧プロ
グラムでは、ユーザがスケジュール管理機能を用いて各種イベントなどの内容と日付とを
予め入力しておく。そして、デジタルカメラから撮影画像ファイルを取り込むときに、イ
ベントの日付と撮影画像ファイルの撮影日とが照合され、スケジュール表示欄には、イベ
ント名と共に、イベントの日付と同じ日に撮影されたサムネイル画像データが表示される
。
【特許文献１】特開２００５－２２８０８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１記載の画像閲覧プログラムは、イベントと撮影画像ファイルとを関連付ける
際に、イベントの日付と撮影日のみを照合している。そのため、同日に複数のイベントが
ある場合、或いは、同日に撮影された撮影画像が複数ある場合には、適切な関連付けを行
うことができないという問題があった。
【０００６】
　ところで、スケジュール管理ツールとして、多種の専用スケジュール管理プログラムが
提供されている。上述した特許文献１記載の画像閲覧プログラムは、入力済みのイベント
と撮影画像ファイルとの関連付けを自動的に行う点で便利であるものの、機能的には専用
のスケジュール管理プログラムには及ばない。そのため、画像閲覧プログラムとは別に、
専用のスケジュール管理プログラムを利用するユーザが多い。
【０００７】
　しかし、専用のスケジュール管理プログラムと、特許文献１記載の画像閲覧プログラム
とを併用する場合、ユーザは２つのプログラムに予定を入力しなければならないため、操
作が煩わしくなるという問題があった。また、画像閲覧プログラムのスケジュール管理機
能を強化し、専用スケジュール管理プログラムから画像閲覧プログラムへの移行を促すこ
とも考えられるが、日常的に使用されるスケジュール管理プログラムは、操作になれ親し
んだもののほうが使い勝手がよいため、機能の強化だけで他のプログラムへの移行を促す
ことは難しい。
【０００８】
　本発明は、上記問題を鑑み、ユーザが慣れ親しんだスケジュール管理プログラムと画像
管理プログラムとを連携させ、画像閲覧や画像管理を容易にする画像管理プログラム及び
、画像管理方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の画像管理プログラムは、イベントを示すイベントデータと前記イベント
が行われる日時を示すイベント日時データとを含むスケジュールファイルを記憶手段から
読み込み、前記スケジュールファイルに含まれるデータを表示手段に表示するスケジュー
ル管理手段と、前記表示手段に画像を表示するための撮影画像データと前記撮影画像デー
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タの撮影日時を示す撮影日時データとを含む撮影画像ファイルを前記記憶手段から読み込
み、前記撮影画像データに基づく撮影画像を前記表示手段に表示する画像閲覧手段とを連
携させ、コンピュータに、前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時データと同一
の日時を示す前記イベント日時データを前記記憶手段から探す第１手順と、当該イベント
日時データが前記第１手順で得られた場合には、当該撮影日時データに応じる前記撮影画
像データが記憶されるアドレスを、当該イベント日時データを含む前記スケジュールファ
イルに書き込む第２手順と、前記スケジュール管理手段を介して、前記イベントデータ及
び前記イベント日時データと共に、前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を前記表示
手段に表示させる第３手順とを実行させることを特徴とする。
【００１０】
　また、前記スケジュール管理手段によって選択された前記撮影画像データと同一の前記
スケジュールファイルに含まれる前記イベント日時データを前記記憶手段から読む第４手
順と、前記第４手順で読み取った前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日
時データを前記記憶手段から探す第５手順と、前記撮影日時データが前記第５手順で得ら
れた場合は、前記画像閲覧手段を介して、当該撮影日時データに応ずる前記撮影画像デー
タに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表示する第６手順とを実行させることが好まし
い。
【００１１】
　前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時データに応じる前記撮影画像
データを、当該イベント日時データを含む前記スケジュールファイルに加える第７手順を
実行させることが好ましい。
【００１２】
　本発明の第２の画像管理プログラムは、コンピュータに、前記画像閲覧手段によって読
まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベント日時データを前記記憶手段か
ら探す第１手順と、当該イベント日時データが前記第１手順で得られた場合には、当該イ
ベント日時データに応ずる前記イベントデータをコメントデータとして、前記撮影日時デ
ータを含む前記撮影画像ファイルに加え、前記画像閲覧手段を介して、前記コメントデー
タを前記表示手段に表示させる第２手順を実行させることを特徴とする画像管理プログラ
ム。
【００１３】
　本発明の第１の画像管理方法は、前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時デー
タと同一の日時を示す前記イベント日時データを前記記憶手段から探す第１工程と、当該
イベント日時データが前記第１工程で得られた場合には、当該撮影日時データに応じる前
記撮影画像データが記憶されるアドレスを、当該イベント日時データを含む前記スケジュ
ールファイルに書き込む第２工程と、前記スケジュール管理手段を介して、前記イベント
データ及び前記イベント日時データと共に、前記撮影画像データに基づく前記撮影画像を
前記表示手段に表示させる第３工程とを有することを特徴とする。
【００１４】
　前記スケジュール管理手段によって選択された前記撮影画像データと同一の前記スケジ
ュールファイルに含まれる前記イベント日時データを前記記憶手段から読む第４工程と、
前記第４工程で読み取った前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時デー
タを前記記憶手段から探す第５工程と、前記撮影日時データが前記第５工程で得られた場
合は、前記画像閲覧手段を介して、当該撮影日時データに応ずる前記撮影画像データを前
記表示手段に表示する第６工程とを有することが好ましい。
【００１５】
　前記イベント日時データと同一の日時を示す前記撮影日時データに応じる前記撮影画像
データを、当該イベント日時データを含む前記スケジュールファイルに加える第７工程を
有することが好ましい。
【００１６】
　本発明の第２の画像管理方法は、前記画像閲覧手段によって読まれる前記撮影日時デー
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タと同一の日時を示す前記イベント日時データを前記記憶手段から探す第１工程と、当該
イベント日時データが前記第１工程で得られた場合には、当該イベント日時データに応ず
る前記イベントデータをコメントデータとして、前記撮影日時データを含む前記撮影画像
ファイルに加え、前記画像閲覧手段を介して、前記コメントデータを前記表示手段に表示
させる第２工程とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１の画像管理プログラムによれば、コンピュータに、前記画像閲覧手段によ
って読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベント日時データを前記記憶
手段から探す第１手順と、当該イベント日時データが前記第１手順で得られた場合には、
当該撮影日時データに応じる前記撮影画像データが記憶されるアドレスを、当該イベント
日時データを含む前記スケジュールファイルに書き込む第２手順と、前記スケジュール管
理手段を介して、前記イベントデータ及び前記イベント日時データと共に、前記撮影画像
データに基づく前記撮影画像を前記表示手段に表示させる第３手順とを実行させるため、
スケジュール管理手段が扱うイベントが行われる日時と、画像閲覧手段が扱う撮影日時と
を関連付け、スケジュール管理手段において、イベントの名称とともに、そのイベントが
行われた日時に撮影された撮影画像を表示することが可能になり、結果として、ユーザに
過去の出来事の記憶を鮮明に想起させるような画像の閲覧を可能にする。
【００１８】
　また、本発明の第２の画像管理プログラムによれば、コンピュータに、前記画像閲覧手
段によって読まれる前記撮影日時データと同一の日時を示す前記イベント日時データを前
記記憶手段から探す第１手順と、当該イベント日時データが前記第１手順で得られた場合
には、当該イベント日時データに応ずる前記イベントデータをコメントデータとして、前
記撮影日時データを含む前記撮影画像ファイルに加え、前記画像閲覧手段を介して、前記
コメントデータを前記表示手段に表示させる第２手順を実行させるため、スケジュール管
理手段が扱うイベントが行われる日時と、画像閲覧手段が扱う撮影日時とを関連付け、画
像閲覧手段において、撮影画像と共に、その撮影画像が撮影された日時に行われたイベン
トの名称を表示することが可能になり、結果として、ユーザに過去の出来事の記憶を鮮明
に想起させるような画像の閲覧を可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明の実施態様について詳細に説明する。ただし、本発明はここに挙げる実
施態様に限定されるものではない。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）２は、各種演算処理を行
うＣＰＵ３と、オペレーティングシステム（ＯＳ）や本発明の画像管理プログラムＡ１等
が記憶されるＨＤＤ４と、ＰＣ２の起動プログラムが記憶されたＲＯＭ５と、ＨＤＤ４か
らＯＳや画像管理プログラムＡ１がロードされるＲＡＭ６等を備えており、各部はデータ
バス７を介して接続されている。画像閲覧プログラムＧＰ１及びスケジュール管理プログ
ラムＳＰ１は、ＣＤ－ＲＯＭ９等の記憶媒体に記憶されて供給され、ＣＤ－ＲＯＭドライ
ブ１０で読み取られてＰＣ２にインストールされる。
【００２１】
　また、本発明の画像管理プログラムＡ１は、ＣＤ－ＲＯＭ９等の記憶媒体に記憶されて
供給され、ＣＤ－ＲＯＭドライブ１０で読み取られ、画像閲覧プログラムＧＰ１の第１プ
ラグインＢ１及びスケジュール管理プログラムＳＰ１の第２プラグインＢ２として、ＰＣ
２にインストールされる。第１プラグインＢ１及び第２プラグインＢ２は、画像閲覧プロ
グラムＧＰ１とスケジュール管理プログラムＳＰ１とに連携機能を追加する。
【００２２】
　画像管理プログラムＡ１の操作は、データバス７に接続されたキーボードやマウスなど
の操作部１４によって行われる。この操作部１４は、後述する連携処理、再選択処理や関
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連付け処理の開始信号を画像管理プログラムＡ１に通知する。また、ＣＰＵ３は、各プロ
グラムに基づいて、表示処理回路１５を介してモニタ１６に所定の画面を表示する。デジ
タルカメラ１８等からの撮影画像ファイルは、ＵＳＢコネクタ等のような、各種外部機器
が接続される入出力Ｉ／Ｆ１９を介して、ＰＣ２に送ることができる。ＰＣ２に送られた
撮影画像ファイルは、ＨＤＤ４内の所定の範囲に記憶される。
【００２３】
　ＨＤＤ４には、スケジュールフォルダＤＦＬ１を格納するスケジュールデータベースＤ
Ｂ１と、撮影画像フォルダＳＦＬ１を格納する撮影画像データベースＤＢ２とが構築され
る。スケジュールデータベースＤＢ１はスケジュール管理プログラムＳＰ１のインストー
ル時にＨＤＤ４の所定の範囲に構築される。また、撮影画像データベースＤＢ２は画像閲
覧プログラムＧＰ１のインストール時にＨＤＤ４の所定の範囲に構築される。
【００２４】
（画像閲覧プログラム）
　画像閲覧プログラムＧＰ１は、画像取込処理部３１と撮影画像ファイル管理部３２と表
示画面処理部３３とを有する。画像取込処理部３１は、入出力Ｉ／Ｆ１９を介して、デジ
タルカメラ１８に格納された撮影画像ファイルを読み込み、読み込んだ撮影画像ファイル
を撮影画像データベースＤＢ２内の撮影画像フォルダＳＦＬ１に格納する。撮影画像ファ
イル管理部３２は、撮影画像フォルダＳＦＬ１に格納される各データの読み込みや、書き
替えを行う。
【００２５】
　図３のように、表示画面処理部３３は、撮影画像ファイル管理部３２の制御の下、モニ
タ１６へ画像閲覧用画面ＧＵＩ１並びに、撮影画像データベースＤＢ２に記憶された各デ
ータの表示を行う。画像閲覧用画面ＧＵＩ１は、第１表示範囲ＰＡＬ（１）～第ｎ表示範
囲（ｎ）を有する。第１～第ｎ表示範囲ＰＡＬ（１）～（ｎ）は、撮影画像データベース
ＤＢ２に記憶された第１～第ｎ撮影画像ファイルＳＧＦ（１）～（ｎ）に含まれる各デー
タを表示する。撮影画像データベースＤＢ２に記憶された各データの詳細は後述する。
【００２６】
（スケジュール管理プログラム）
　スケジュール管理プログラムＳＰ１は、データ入力処理部４１とスケジュールファイル
管理部４２と表示画面処理部４３とを有する。データ入力処理部４１は、操作部１４から
の操作信号に応じて、スケジュールフォルダＤＦＬ１からスケジュールファイルを選択し
、当該スケジュールファイルに含まれるイベントデータやイベント日時データのデータ入
力処理を行う。スケジュールファイル管理部４２は、スケジュールフォルダＤＦＬ１に格
納される各データ等の読み込みや、書き替えを行う。
【００２７】
　また、図４のように、表示画面処理部４３は、スケジュールファイル管理部４２の制御
の下、モニタ１６へスケジュール管理用画面ＧＵＩ２並びに、スケジュールデータベース
ＤＢ１に記憶された各データの表示を行う。スケジュール管理用画面ＧＵＩ２は、第１表
示範囲ＱＡＬ（１）～第ｎ表示範囲ＱＡＬ（ｍ）を有する。第１表示範囲ＱＡＬ（１）～
第ｎ表示範囲ＱＡＬ（ｍ）は、スケジュールデータベースＤＢ１に記憶された第１スケジ
ュールファイルＳＤＦ（１）～第ｍスケジュールファイルＳＤＦ（ｍ）に含まれる各デー
タを表示する。スケジュールデータベースＤＢ１に記憶された各データの詳細は後述する
。
【００２８】
　なお、画像閲覧用画面ＧＵＩ１やスケジュール管理用画面ＧＵＩ２には、連携処理、再
選択処理や関連付け処理を開始するための操作ボタンが表示されている。これらの操作ボ
タンが操作されると、操作部１４は、操作された操作ボタンに応じて、各処理の操作信号
を出力する。
【００２９】
（撮影画像フォルダ）
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　図５のように、撮影画像データベースＤＢ２には、撮影画像フォルダＳＦＬ１が生成さ
れる。撮影画像フォルダＳＦＬ１には、撮像装置で撮像された撮像画像データとその各種
情報データとを含む撮影画像ファイルが格納され、それぞれの撮影画像ファイルは、所定
のフォーマットに従って、第１撮影画像ファイルＳＧＦ（１）、第２撮影画像ファイルＳ
ＧＦ（２）、第３撮影画像ファイルＳＧＦ（３）、・・・、第（ｎ－１）撮影画像ファイ
ルＳＧＦ（ｎ－１）、第ｎ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｎ）として記憶される。撮影画像フ
ァイルを記憶するフォーマットとして、例えば、電子情報技術産業協会から発表された規
格であるＥｘｉｆ（登録商標）フォーマットを用いても良い。撮像画像ファイルの形式と
しては、Ｅｘｉｆ（登録商標）フォーマットに限られず、その他の公知のフォーマットを
用いても良い。
【００３０】
　次に、第１～第ｎ撮影画像ファイルＳＧＦ（１）～（ｎ）の詳細について、第ｙ撮影画
像ファイルＳＧＦ（ｙ）を用いて説明する。第ｙ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｙ）は、第ｙ
撮影画像データＳＧＤ（ｙ）と第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）と第ｙ撮影日時デ
ータＳＤＤ（ｙ）と第ｙコメントデータＣＭＤ（ｙ）と第ｙリンクデータＬＫＤ（ｙ）と
を含む。
【００３１】
　第ｙ撮影画像データＳＧＤ（ｙ）は、デジタルカメラ１８などの撮像装置により生成す
る画像データである。第ｙ撮影画像データＳＧＤ（ｙ）の形式としては、このＪＰＥＧ形
式の他に、撮像画像データとこのデータのファイル内の格納位置などを示す情報を記録す
るＴａｇとからなるＴｉｆｆ（Ｔａｇｅｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）形式
など公知のデータ形式を使用してもよい。
【００３２】
　第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）は、インデックス表示等、第ｙ撮影画像データ
ＳＧＤ（ｙ）をモニタ１６に簡易的に表示する場合に用いられる画像データである。第ｙ
撮影日時データＳＤＤ（ｙ）は、第ｙ撮影画像データＳＧＤ（ｙ）が作成された年月日や
時分秒などを表すデータである。第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）は、デジタルカ
メラ等の撮像装置或いは画像管理プログラムＧＰ１等によって、第ｙ撮影画像データＳＧ
Ｄ（ｙ）から生成される。また、第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）は、撮像装置によって
、第ｙ撮影画像データＳＧＤ（ｙ）とともに生成される。
【００３３】
　第ｙコメントデータＣＭＤ（ｙ）とは、第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）に行われるイ
ベントの名称を表すデータを含む。第ｙリンクデータＬＫＤ（ｙ）は、第ｙ撮影画像デー
タＳＧＤ（ｙ）や第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）が記憶されるアドレスを表す。
この第ｙコメントデータＣＭＤ（ｙ））と第ｙリンクデータＬＫＤ（ｙ）とは、画像閲覧
プログラムＧＰ１の撮影画像ファイル管理部３２によって読み書きされる。
【００３４】
（スケジュールフォルダ）
　図６のように、スケジュールデータベースＤＢ１には、スケジュールフォルダＤＦＬ１
が設けられる。スケジュールフォルダＤＦＬ１には、スケジュールのイベント名などを含
むスケジュールファイルが格納され、それぞれのスケジュールファイルは、所定のフォー
マットに従って、第１スケジュールファイルＳＤＦ（１）、第２スケジュールファイルＳ
ＤＦ（２）、第３スケジュールファイルＳＤＦ（３）、・・・、第（ｍ－１）スケジュー
ルファイルＳＤＦ（ｍ－１）、第ｍスケジュールファイルＳＤＦ（ｍ）として記憶される
。
【００３５】
　次に、第１～第ｍスケジュールファイルＳＤＦ（１）～（ｍ）の詳細について、第ｘス
ケジュールファイルＳＤＦ（ｘ）を用いて説明する。第ｘスケジュールファイルＳＤＦ（
ｘ）は、第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）と、第ｘイベント日時データＩＤＤ（ｘ）と第
ｘ写画像データＣＧＤ（ｘ）と第ｘ写サムネイルデータＣＳＤ（ｘ）と第ｘリンクパスデ
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ータＬＰＤ（ｘ）とを含む。
【００３６】
　第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）は、行事や行動の名称を表すデータである。第ｘイベ
ント日時データＩＤＤ（ｘ）は、第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）に示される行事や行動
が行われる日時を表すデータである。第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）や第ｘイベント日
時データＩＤＤ（ｘ）は、スケジュール管理プログラムＳＰ１のデータ入力処理部４１に
よって読み書きされる。
【００３７】
　第ｘ写画像データＣＧＤ（ｘ）は、所定の撮影画像データＳＧＤの複製データである。
第ｘ写サムネイルデータＣＳＤ（ｘ）は所定のサムネイル画像データＳＮＤの複製データ
であり、第ｘリンクパスデータＬＰＤ（ｘ）は所定のリンクデータＬＫＤの複製データで
ある。第ｘ写画像データＣＧＤ（ｘ）、第ｘ写サムネイルデータＣＳＤ（ｘ）及び第ｘリ
ンクパスデータＬＰＤ（ｘ）は、スケジュール管理プログラムＳＰ１のスケジュールファ
イル管理部４２によって読み書きされる。
【００３８】
　第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）及び、第ｘイベント日時データＩＤＤ（ｘ）は、年月
日や時分秒を表すデータを含む。また、年月日や時分秒のほか、曜日、西暦などの時を表
す単位を用いてもよい。また、第ｘイベント日時データＩＤＤ（ｘ）は、イベントが開始
する時間、イベントが終了する時間、或いは、イベントが開催されている期間、などいず
れの形態であってもよい。
【００３９】
（画像管理プログラム）
　画像管理プログラムＡ１は、ＰＣ２において、連携処理、再選択処理や、関連付け処理
を行う。連携処理は、スケジュールファイルＳＤＦと、当該スケジュールファイルＳＤＦ
が示すイベントが行われた日時に撮影された撮影画像ファイルＳＧＦとを連携する。この
連携処理により、スケジュール管理プログラムＳＰ１は、スケジュールファイルＳＤＦと
ともに、当該スケジュールファイルＳＤＦに連携する撮影画像ファイルＳＧＦのデータを
表示することができる。再選択処理では、連携処理で連携した撮影画像ファイルＳＧＦと
同一の日時に撮影された撮影画像ファイルＳＧＦを探し、新たに選択された撮影画像ファ
イルＳＧＦを、元の撮影画像ファイルＳＧＦと連携していたスケジュールファイルＳＤＦ
に連携させる。この再選択処理により、イベントが行われた日時に撮影された撮影画像フ
ァイルＳＧＦが複数ある場合に、スケジュールファイルＳＤＦに最も適切な撮影画像ファ
イルＳＧＦを連携することができる。関連付け処理では、スケジュールファイルＳＤＦが
示すイベントが行われた日時に撮影された撮影画像ファイルＳＧＦの各データをスケジュ
ールファイルＳＤＦに複写する。この関連付け処理により、取り込んだ画像データを撮影
画像ファイルＳＧＦとスケジュールファイルＳＤＦとに同時に取り込むことができる。
【００４０】
　図２のように、画像管理プログラムＡ１は、第１プラグインＢ１と第２プラグインＢ２
とを有する。第１プラグインＢ１は、第１データ通信部５１と第１検索処理部５２と第１
検出部５３とを有する。第２プラグインＢ２は、第２データ通信部６１と第２検索処理部
６２と第２検出部６３とを有する。第１データ通信部５１と第２データ通信部６１とは、
第１プラグインＢ１と第２プラグインＢ２との間における各データの受け渡しを行う。第
１検出部５３及び第２検出部６３は、操作部１４からの連携処理、再選択処理や関連付け
処理の開始信号を受信する。第１検出部５３又は第２検出部６３が、連携処理、再選択処
理や関連付け処理のうちいずれかの処理の開始信号を受信すると画像管理プログラムＡ１
は、当該処理を開始する。
【００４１】
　第１検索処理部５２は、スケジュールファイル管理部４２との間で各データの受け渡し
のほか、スケジュールファイル管理部４２を介して、所定の撮影日時データＳＤＤと同一
の日時を表すイベント日時データＩＤＤをスケジュールデータベースＤＢ１から検索する
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。また、第１検索処理部５２は、スケジュールファイル管理部４２を介して、スケジュー
ルファイルＳＤＦの各データの表示の更新命令を表示画面処理部４３に行う。更に、第１
検索処理部５２は、スケジュール管理プログラムＳＰ１に起動コマンドを送り、スケジュ
ール管理プログラムＳＰ１を起動することができる。
【００４２】
　第２検索処理部６２は、撮影画像ファイル管理部３２との間で各データの受け渡しのほ
か、撮影画像ファイル管理部３２を介して、所定のイベント日時データＩＤＤと同一の日
時を表す撮影日時データＳＤＤを撮影画像データベースＤＢ２から検索する。また、第２
検索処理部６２は、撮影画像ファイル管理部３２を介して、撮影画像ファイルＳＧＦの各
データの表示の更新命令を表示画面処理部３３に行う。更に、第２検索処理部６２は、画
像閲覧プログラムＧＰ１に起動コマンドを送り、画像閲覧プログラムＧＰ１を起動するこ
とができる。
【００４３】
　次に、連携処理について、第ｙ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｙ）がＰＣ２に取り込まれる
場合を例に挙げて、説明する。
【００４４】
　図１及び図２において、ＰＣ２を起動させた後、ＰＣ２上の画像管理プログラムＡ１及
び画像閲覧プログラムＧＰ１を起動する。ＵＳＢケーブル等を用いて、入出力Ｉ／Ｆ１９
とデジタルカメラ１８とを接続する。次に、画像取込処理部３１がデジタルカメラ１８に
格納され、第ｙ撮影画像データＳＧＤ（ｙ）を含む第ｙ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｙ）を
撮影画像データベースＤＢ２へ送る。撮影画像ファイル管理部３２は、第ｙ撮影画像デー
タＳＧＤ（ｙ）が記憶されるアドレスを、第ｙリンクデータＬＫＤ（ｙ）に書き込む。
【００４５】
　撮影画像ファイル管理部３２の制御の下、表示画面処理部３３は、モニタ１６に画像閲
覧用画面ＧＵＩ１とともに、第ｙ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｙ）に含まれる第ｙ撮影日時
データＳＤＤ（ｙ）と、第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）とを第ｙ表示範囲ＰＡＬ
（ｙ）に表示する（図３）。
【００４６】
　撮影画像ファイル管理部３２によって読み取られた第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）は
、第２データ通信部６１、第１データ通信部５１を介して、第１検索処理部５２へ送られ
、第１検索処理部５２は第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）を受け取る。画像管理プログラ
ムＡ１が操作部１４からの連携処理の開始信号を受信後、画像管理プログラムＡ１は、図
７のような連携処理を行う。
【００４７】
　第１に、第１検索処理部５２は、スケジュール管理プログラムＳＰ１に起動コマンドを
発行する。これにより、スケジュール管理プログラムＳＰ１が起動する。
【００４８】
　第２に、第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
Ｄが、スケジュールデータベースＤＢ１にあるか否かを判定する。そして、第１検索処理
部５２が、第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
ＤがスケジュールデータベースＤＢ１にないと判定した場合には、連携処理が終了する。
一方、第１検索処理部５２が、第ｙ撮影日時データＳＤＤ（ｙ）と同一の日時を示す第ｘ
イベント日時データＩＤＤ（ｘ）がスケジュールデータベースＤＢ１にあると判定した場
合には、第１検索処理部５２が、スケジュールファイル管理部４２を介して、第ｘリンク
パスデータＬＰＤ（ｘ）に、第ｙリンクデータＬＫＤ（ｙ）の値を書き込む。
【００４９】
　第３に、第１検索処理部５２は、更新命令を表示画面処理部４３に行う。スケジュール
ファイル管理部４２の制御の下、表示画面処理部４３は、モニタ１６へスケジュール管理
用画面ＧＵＩ２を表示する（図４）。スケジュール管理プログラムＳＰ１は、第ｘリンク
パスデータＬＰＤ（ｘ）の値を読むことにより、撮影画像データベースＤＢ２に記憶され
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る第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）を呼び出すことができる。こうして、スケジュ
ール管理用画面ＧＵＩ２内の第ｘ表示範囲ＱＡＬ（ｘ）には、第ｘスケジュールファイル
ＳＤＦ（ｘ）に含まれる各データ、すなわち、第ｘイベントデータＩＶＤ（ｘ）と第ｘイ
ベント日時データＩＤＤ（ｘ）とともに、第ｙサムネイル画像データＳＮＤ（ｙ）が表示
される。以上の手順を経て、連携処理が終了する。
【００５０】
　次に、図８を用いて、第ｖ表示範囲ＱＡＬ（ｖ）に表示される第ｗサムネイル画像デー
タＳＮＤ（ｗ）に再選択処理を施す場合を例に挙げながら、再選択処理について説明する
。
【００５１】
　スケジュール管理プログラムＳＰ１は、モニタ１６にスケジュール管理用画面ＧＵＩ２
と共に、スケジュールファイルＳＤＦに含まれる各データ、すなわち、第ｖイベント日時
データＩＤＤ（ｖ）、第ｖイベントデータＩＶＤ（ｖ）や第ｗサムネイル画像データＳＮ
Ｄ（ｗ）を表示する（図９（Ａ））。なお、第ｗサムネイル画像データＳＮＤは、前述し
た連携処理によって、第ｖスケジュールファイルＳＤＦ（ｖ）と連携した第ｗ撮影画像フ
ァイルＳＧＦ（ｗ）に含まれるサムネイル画像データＳＮＤである。この連携処理により
、第ｖリンクパスデータ（ｖ）には、第ｗリンクデータＬＫＤ（ｗ）の値が書き込まれて
いる。
【００５２】
　スケジュール管理プログラムＳＰ１は、操作部１４の操作信号に基づいて、第ｖ表示範
囲ＱＡＬ（ｖ）を選択する。スケジュールファイル管理部４２は、第ｖイベント日時デー
タＩＤＤ（ｖ）を読み込む。そして、画像管理プログラムＡ１が操作部１４からの再選択
処理の開始信号を受信することにより、画像管理プログラムＡ１が再選択処理を開始する
。
【００５３】
　再選択処理は次のようにして行われる。先ず、第２検索処理部６２が、画像閲覧プログ
ラムＧＰ１に起動コマンドを発行し、画像閲覧プログラムＧＰ１は起動する。次に、第２
検索処理部６２は、撮影画像ファイル管理部３２を介して、第ｖイベント日時データＩＤ
Ｄ（ｖ）と同一の日時を示す撮影日時データＳＤＤが、撮影画像データベースＤＢ２にあ
るか否かを判定する。そして、第２検索処理部６２が、第ｖイベント日時データＩＤＤ（
ｖ）と同一の日時を示す撮影日時データＳＤＤが撮影画像データベースＤＢ２にないと判
定した場合には、再選択処理が終了する。一方、第２検索処理部６２が、第ｖイベント日
時データＩＤＤ（ｖ）と同一の日時を示す撮影日時データＳＤＤが撮影画像データベース
ＤＢ２にあると判定した場合には、撮影画像ファイル管理部３２は、表示画面処理部３３
を介して、撮影日時データＳＤＤに応ずるサムネイル画像データＳＮＤをモニタ１６に表
示する。なお、図９（Ｂ）では、第ｖイベント日時データＩＤＤ（ｖ）と同一の日時を示
す撮影日時データＳＤＤとして、撮影画像データベースＤＢ２から撮影日時データＳＤＤ
（ｚ１）～（ｚ３）が検出され、これら撮影日時データＳＤＤ（ｚ１）～（ｚ３）に応じ
たサムネイル画像データＳＮＤ（ｚ１）～（ｚ３）がモニタ１６に表示された場合を例示
している。
【００５４】
　第３に、操作部１４からの操作信号により、サムネイル画像データＳＮＤ（ｚ１）～（
ｚ３）の中から１つの撮影画像ファイルが選択される。第４に、第２検索処理部６２は、
撮影画像ファイル管理部３２を介して、第ｖリンクパスデータＬＰＤ（ｖ）の値を撮影画
像ファイルＳＧＦ（ｚ２）のリンクデータＬＫＤ（ｚ２）の値に書き換える。
【００５５】
　第５に、スケジュールファイル管理部４２の制御の下、表示画面処理部４３は、モニタ
１６へスケジュール管理用画面ＧＵＩ２を表示する。スケジュール管理プログラムＳＰ１
は、第ｖリンクパスデータＬＰＤ（ｖ）の値を読むことにより、新たに設定されたサムネ
イル画像データ（ｚ２）を呼び出すことができる。こうして、スケジュール管理用画面Ｇ
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ＵＩ２内の第ｖ表示範囲ＱＡＬ（ｖ）には、第ｖイベントデータＩＶＤ（ｖ）と第ｖイベ
ント日時データＩＤＤ（ｖ）とともに、新たなサムネイル画像データＳＮＤ（ｚ２）が表
示される（図９（Ｃ））。以上の手順を経て、再選択処理が終了する。
【００５６】
　次に、第ｐ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｐ）に関連付け処理を施す場合を例に挙げて、関
連付け処理について説明する。
【００５７】
　図１０のように、画像閲覧プログラムＧＰ１は、操作部１４の操作信号に基づいて、第
ｐ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｐ）を選択する。撮影画像ファイル管理部３２は、第ｐ撮影
日時データＳＤＤ（ｐ）を第２検出部６３に通知する。そして、画像管理プログラムＡ１
が操作部１４からの関連付け処理の開始信号を受信することにより、画像管理プログラム
Ａ１が再選択処理を開始する。
【００５８】
　第１に、第１検索処理部５２は、スケジュール管理プログラムＳＰ１に起動コマンドを
発行する。これにより、スケジュール管理プログラムＳＰ１が起動する。
【００５９】
　第２に、第ｐ撮影日時データＳＤＤ（ｐ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
Ｄが、スケジュールデータベースＤＢ１にあるか否かを判定する。そして、第１検索処理
部５２が、第ｐ撮影日時データＳＤＤ（ｐ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
ＤがスケジュールデータベースＤＢ１にないと判定した場合には、関連付け処理が終了す
る。一方、第１検索処理部５２が、第ｐ撮影日時データＳＤＤ（ｐ）と同一の日時を示す
第ｑイベント日時データＩＤＤ（ｑ）がスケジュールデータベースＤＢ１にあると判定し
た場合には、第ｑ写サムネイルデータＣＳＤ（ｑ）に、第ｐサムネイル画像データＳＮＤ
（ｐ）の値を書き込む。
【００６０】
　第３にスケジュールファイル管理部４２の制御の下、表示画面処理部４３は、モニタ１
６へスケジュール管理用画面ＧＵＩ２を表示する（図１１）。スケジュール管理用画面Ｇ
ＵＩ２内の第ｑ表示範囲ＱＡＬ（ｑ）には、第ｑスケジュールファイルＳＤＦ（ｑ）に含
まれる各データ、すなわち、第ｑイベントデータＩＶＤ（ｑ）と第ｑイベント日時データ
ＩＤＤ（ｑ）とともに、第ｐサムネイル画像データＳＮＤ（ｐ）と同一の画像である第ｑ
写サムネイルデータＣＳＤ（ｑ）が表示される。以上の手順を経て、関連付け処理が終了
する。
【００６１】
　本発明の画像管理プログラムＡ１及び画像管理方法は、スケジュール管理を行うスケジ
ュール管理プログラムＳＰ１が扱うスケジュールが行われる日時と画像データの閲覧を行
う画像閲覧プログラムＧＰ１が扱う撮影日時とを関連付ける連携処理を行うため、画像閲
覧や画像管理を容易にし、ユーザに過去の出来事の記憶を鮮明に想起させるような画像の
閲覧を行うことができる。また、関連付け処理により、同一のデータをそれぞれのプログ
ラムに個別に登録する手間を省くことが可能になり、画像閲覧プログラム及びスケジュー
ル管理プログラムの利便性が向上する。更に、再選択処理により、イベント日時から画像
を検索することが可能となるため、同日に複数のイベントがあった場合においても、適切
な画像の表示を行うことが可能になる。
【００６２】
　なお、上述した連携処理や再選択処理において、２つのデータが同一日時であるとみな
す条件は、厳密に同一でなくとも良く、社会通念上同一であれば同一の日時であるとみな
すような条件であれば良い。具体的には、分秒が異なっていても日時のみ同一日時であれ
ば同一とみなす、或いは、基準となる時間とのずれが一定の許容時間内である場合には同
一日時とみなすとしてもよく、これらは予めユーザの操作により所望の方式に選択されて
いることが好ましい。また、本実施形態では、同一日時としたが、日時に限らず、同一の
時分や同一の分秒を条件にしてもよい。また、「０：００～１５：００」などのように、
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基準となる時間を表すデータが一定の期間（以下、基準期間と称する）である場合には、
基準期間に包含する期間のみを同一とみなすとしてもよいし、一部が基準期間に含まれる
期間を同一とみなすようにしてもよく、これらも予めユーザの操作により所望の条件に選
択されていることが好ましい。
【００６３】
　本実施形態におけるサムネイル画像データＳＮＤは静止画のケースで説明したが、本発
明におけるサムネイル画像データＳＮＤは、静止画に限らず、動画でも良い。また、サム
ネイル画像データＳＮＤに代えて音声データを用いてもよい。音声データを用いる場合に
は、撮影画像やサムネイルの代わりに、他の音声データと識別可能な表示内容、例えば、
当該音声データのファイル名をモニタ１６に表示すればよい。
【００６４】
　上記実施形態では、サムネイル画像データＳＮＤや写サムネイルデータＣＳＤをモニタ
１６上に表示したが、サムネイル画像データＳＮＤや写サムネイルデータＣＳＤに代えて
、撮影画像データＳＧＤや写画像データＣＧＤを表示しても良い。
【００６５】
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。なお、前述の実施形態と同様の部材や
装置には同一の符号を付し、その詳細の説明は省略する。
【００６６】
　本発明の画像管理プログラムＡ１は、図１及び図２のようにＰＣ２のＣＤ－ＲＯＭ９等
の記憶媒体に記憶されて供給され、ＣＤ－ＲＯＭドライブ１０で読み取られ、画像閲覧プ
ログラムＧＰ１の第１プラグインＢ１及びスケジュール管理プログラムＳＰ１の第２プラ
グインB２として、ＰＣ２にインストールされる。画像管理プログラムＡ１の操作は、デ
ータバス７に接続されたキーボードやマウスなどの操作部１４によって行われる。この操
作部１４は、後述する連携処理、再選択処理や関連付け処理の開始信号を画像管理プログ
ラムＡ１に通知する。
【００６７】
　画像管理プログラムＡ１は、ＰＣ２において、イベント名付与処理を行う。イベント名
付与処理では、撮影画像ファイルＳＧＦの撮影日時に行われたイベントの名称を、イベン
トデータＩＤＤとして撮影画像ファイルＳＧＦに付与する。このイベント名付与処理によ
り、画像閲覧プログラムＧＰ１上で、撮影画像ファイルＳＧＦとともに、当該撮影画像フ
ァイルＳＧＦの撮影日時に行われたイベントの名称を表示することができる。
【００６８】
　次に、図１２及び図１３を用いて、イベント名付与処理について、第ｉ撮影画像ファイ
ルＳＧＦ（ｉ）がＰＣ２に取り込まれる場合を例に挙げて、説明する。
【００６９】
　図１及び図２において、ＰＣ２を起動させた後、ＰＣ２上の画像管理プログラムＡ１及
び画像閲覧プログラムＧＰ１を起動し、モニタ１６に画像閲覧用画面ＧＵＩ１が表示され
る（図１３（Ａ））。ＵＳＢケーブル等を用いて、入出力Ｉ／Ｆ１９とデジタルカメラ１
８とを接続する。次に、画像取込処理部３１がデジタルカメラ１８に格納され、第ｉ撮影
画像データＳＧＤ（ｉ）を含む第ｉ撮影画像ファイルＳＧＦ（ｉ）を撮影画像データベー
スＤＢ２へ送る。
【００７０】
　撮影画像ファイル管理部３２によって読み取られた第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）は
、第１データ通信部５１、第２データ通信部６１を介して、第１検索処理部５２へ送られ
、第１検索処理部５２は第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）を受け取る。画像管理プログラ
ムＡ１が操作部１４からの連携処理の開始信号を受信後、画像管理プログラムＡ１は、図
１２のようなイベント名付与処理を行う。
【００７１】
　第１に、第１検索処理部５２は、スケジュール管理プログラムＳＰ１に起動コマンドを
発行する。これにより、スケジュール管理プログラムＳＰ１が起動し、モニタ１６にスケ
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ジュール管理用画面ＧＵＩ２が表示される（図１３（Ｂ））。
【００７２】
　第２に、第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
Ｄが、スケジュールデータベースＤＢ１にあるか否かを判定する。そして、第１検索処理
部５２が、第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）と同一の日時を示すイベント日時データＩＤ
ＤがスケジュールデータベースＤＢ１にないと判定した場合には、連携処理が終了する。
一方、第１検索処理部５２が、第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）と同一の日時を示す第ｋ
イベント日時データＩＤＤ（ｋ）がスケジュールデータベースＤＢ１にあると判定した場
合には、第ｋイベントデータＩＶＤ（ｋ）の値を第ｉコメントデータＣＭＤ（ｉ）に付与
する。
【００７３】
　第３にスケジュールファイル管理部４２の制御の下、表示画面処理部４３は、スケジュ
ール管理用画面ＧＵＩ２の表示を更新する。スケジュール管理プログラムＳＰ１は、第ｉ
コメントデータＣＭＤ（ｉ）の値を読むことにより、第ｉサムネイル画像データＳＮＤ（
ｉ）及び第ｉ撮影日時データＳＤＤ（ｉ）とともに、第ｋイベントデータＩＶＤ（ｋ）と
同一の文字列「キャンプ」を第ｉ表示範囲ＰＡＬ（ｉ）に表示することができる（図１３
（Ｃ））。以上の手順を経て、イベント名付与処理が終了する。
【００７４】
　他のサムネイル画像ファイル、例えば、第（ｉ－１）撮影日時データＳＤＤ（ｉ－１）
を含む第（ｉ－１）サムネイル画像ファイルＳＮＦ（ｉ－１）にイベント名付与処理を施
すことにより、第（ｉ－１）サムネイルデータＳＮＤ（ｉ－１）及び第（ｉ－１）撮影日
時データＳＤＤ（ｉ－１）とともに、第（ｋ－１）イベントデータＩＶＤ（ｋ－１）と同
一の文字列「キャンプ」を第（ｉ－１）表示範囲ＰＡＬ（ｉ－１）に表示することができ
る。
【００７５】
　本発明の画像管理プログラムＡ１及び画像管理方法は、スケジュール管理を行うスケジ
ュール管理プログラムＳＰ１が扱うスケジュールが行われる日時と画像データの閲覧を行
う画像閲覧プログラムＧＰ１が扱う撮影日時とを関連付け、画像閲覧や画像管理を容易に
するため、ユーザに過去の出来事の記憶を鮮明に想起させるような画像の閲覧を行うこと
ができる。また、イベント名付与処理により、同一のイベントデータをそれぞれのプログ
ラムに個別に登録する手間を省くことが可能になり、画像閲覧プログラムＧＰ１及びスケ
ジュール管理プログラムＳＰ１の利便性が向上する。
【００７６】
　なお、本発明は、第２実施形態のみならず、前述した第１実施形態との併用も可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の第１の画像管理用プログラムがインストールされたＰＣのブロック図で
ある。
【図２】画像閲覧プログラム、スケジュール管理プログラム及び本発明の第１の画像管理
プログラムの概要を表す機能ブロック図である。
【図３】画像閲覧プログラムによってモニタに表示される画像閲覧用画面の概要を示す説
明図である。
【図４】スケジュール管理プログラムによってモニタに表示されるスケジュール管理用画
面の概要を示す説明図である。
【図５】撮影画像フォルダの構成の概要を示す説明図である。
【図６】スケジュールフォルダの構成の概要を示す説明図である。
【図７】連携処理のフローチャートの概要を示す説明図である。
【図８】再選択処理のフローチャートの概要を示す説明図である。
【図９】（Ａ）は、再選択処理が実行される前の第ｖ表示範囲の表示状態の概要を示す説
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明図である。（Ｂ）は、再選択処理によって、抽出された撮影画像データの一覧がモニタ
に表示される様子を示す説明図である。（Ｃ）は、再選択処理が実行された後の第ｖ表示
範囲の表示状態の概要を示す説明図である。
【図１０】関連付け処理のフローチャートの概要を示す説明図である。
【図１１】関連付け処理が実行された後のスケジュール管理用画面に表示される概要を示
す説明図である。
【図１２】イベント名付与処理のフローチャートの概要を示す説明図である。
【図１３】（Ａ）は、イベント名付与処理前のスケジュール管理用画面の表示状態の概要
を示す説明図である。（Ｂ）は、イベント名付与処理前の画像閲覧用画面の表示状態の概
要を示す説明図である。（Ｃ）は、イベント名付与処理後のスケジュール管理用画面の表
示状態の概要を示す説明図である。
【符号の説明】
【００７８】
　２　　ＰＣ
　３　　ＣＰＵ
　４　　ＨＤＤ
１４　　操作部
１５　　表示処理回路
１６　　モニタ
３１　　画像取込処理部
３２　　撮影画像ファイル管理部
３３　　表示画面処理部
４１　　データ入力処理部
４２　　スケジュールファイル管理部
４３　　表示画面処理部
５１　　第１データ通信部
５２　　第１検索処理部
５３　　第１検出部
６１　　第２データ通信部
６２　　第２検索処理部
６３　　第２検出部
ＤＢ１　スケジュールデータベース
ＤＢ２　撮影画像データベース
ＳＰ１　スケジュール管理プログラム
ＧＰ１　画像閲覧プログラム
ＧＵＩ１　画像閲覧用画面
ＧＵＩ２　スケジュール管理用画面
Ａ１　　画像管理プログラム
Ｂ１　　第１プラグイン
Ｂ２　　第２プラグイン
ＳＦＬ１　撮影画像フォルダ
ＳＧＦ　撮影画像ファイル
ＳＧＤ　撮影画像データ
ＳＮＤ　サムネイル画像データ
ＳＤＤ　撮影日時データ
ＣＭＤ　コメントデータ
ＬＫＤ　リンクデータ
ＤＦＬ１　スケジュールフォルダ
ＳＤＦ　スケジュールファイル
ＩＶＤ　イベントデータ
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ＩＤＤ　イベント日時データ
ＣＧＤ　写画像データ
ＣＳＤ　写サムネイルデータ
ＬＰＤ　リンクパスデータ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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